
保
険
者
（
六
十
五
歳
以
上
）
と
第
二

号
被
保
険
者（
四
十
歳
〜
六
十
四
歳
）

に
分
か
れ
ま
す
。

□
保
険
料
を
納
め
な
い
と

一
定
期
間
保
険
料
を
納
め
な
い
と
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
費
用
を
一
時
全

額
負
担
し
て
も
ら
い
ま
す
。
さ
ら
に

納
め
な
い
期
間
が
長
く
な
る
と
、
保

険
給
付
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
災
害
な
ど
特
別
の
事
情

が
あ
る
場
合
は
除
き
ま
す
。

□
連
帯
納
付
義
務

保
険
料
を
普
通
徴
収
で
納
め
る
と

き
は
本
人
の
ほ
か
に
、
世
帯
主
や
配

偶
者
も
連
帯
し
て
納
め
る
義
務
が
あ

り
ま
す
。

□
保
険
料
の
減
免

災
害
な
ど
特
別
の
事
情
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

減
免
を
受
け
る
に
は
、
申
請
書
と

そ
の
理
由
を
証
明
す
る
書
類
の
提
出

が
必
要
で
す
。

□
第
二
号
被
保
険
者
（
40
歳
〜
64
歳

の
人
）
の
保
険
料

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
保
険

料
と
一
括
し
て
納
め
ま
す
。
保
険
料

額
は
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
の
算

定
方
法
で
決
ま
り
ま
す
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
介
護
高
齢
福
祉

課
�
８
９
０
―
６
１
５
９
へ
。

す
。
届
け
出
印
を
用
意
し
て
、
介
護

保
険
料
口
座
振
替
依
頼
書
を
金
融
機

関
な
ど
へ
直
接
。
振
り
替
え
の
開
始

は
、申
し
込
ん
だ
翌
月
分
か
ら
で
す
。

□
介
護
保
険
制
度
の
概
要

介
護
は
個
人
で
解
決
で
き
る
問
題

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者
の
自
立

を
社
会
全
体
で
助
け
る
の
が
介
護
保

険
制
度
の
精
神
で
す
。

介
護
保
険
に
必
要
な
費
用
は
サ
ー

ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
を
除
き
、

半
分
を
国
や
県
、
市
が
負
担
。
残
り

を
四
十
歳
以
上
の
人
が
納
付
し
た
保

険
料
で
賄
い
ま
す
。

□
介
護
保
険
の
被
保
険
者

介
護
保
険
は
、
年
齢
で
第
一
号
被

り
ま
す
（
表
１
の
と
お
り
）。

□
介
護
保
険
料
の
納
め
方
（
65
歳
以

上
の
人
）

保
険
料
の
納
付
は
次
の
三
つ
に
分

か
れ
ま
す
（
表
２
の
と
お
り
）。

�
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
）

�
普
通
徴
収
（
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
の
納
付
）
�
併
用
徴
収
（
特

別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
併
用
）。

�
特
別
徴
収

七
月
中
旬
に
保
険
料
額
通
知
書
を

送
り
ま
す
。
通
知
書
に
は
、
本
年
度

の
保
険
料
額
と
来
年
度
の
仮
徴
収
額

を
記
載
。
仮
徴
収
は
、
本
年
度
二
月

分
と
同
額
を
来
年
度
の
四
月
・
六
月
・

八
月
の
各
月
ご
と
に
年
金
か
ら
天
引

き
し
ま
す
。

�
普
通
徴
収

七
月
中
旬
に
納
付
書
を
送
付
。
普

通
徴
収
の
人
は
口
座
振
替
が
便
利
で

六
十
五
歳
以
上
の
人
（
第
一
号
被

保
険
者
）
に
本
年
度
の
介
護
保
険
料

額
を
通
知
し
ま
す
。
誰
も
が
安
心
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
第
一
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
の

人
）
の
保
険
料

一
人
ひ
と
り
に
保
険
料
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
満
六

十
五
歳
に
な
っ
た
日
（
誕
生
日
の
前

日
）の
あ
る
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

�
保
険
料
の
決
め
方

保
険
料
は
、
全
体
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
必
要
な
費
用
に
応
じ
て

基
準
額
を
決
定
。
四
月
一
日
現
在
の

世
帯
員
の
市
民
税
課
税
状
況
と
所
得

の
段
階
に
応
じ
て
、
負
担
が
重
く
な

ら
な
い
よ
う
基
準
額
の
半
分
か
ら
一
・

五
倍
ま
で
五
段
階
に
分
か
れ
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
額
は
異
な

平成１４年７月１日号　６

「
事
故
の
な
い
群
馬
の
未
来
は

あ
な
た
か
ら
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

七
月
十
日
�
か
ら
十
六
日
�
ま
で
、

夏
の
県
民
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
気
を
付
け
、

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
ま
た
、
遭
わ
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

□
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

�
夜
間
の
外
出
時
は
目
立
つ
色

の
服
装
に
し
反
射
材
も
活
用
す
る

�
交
差
点
で
は
し
っ
か
り
止
ま
っ

て
よ
く
見
て
確
認
�
運
転
適
性
検

査
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
診
断
に

事
故
を
防
ご
う

夏
の
交
通
安
全

応
じ
た
安
全
運
転
に
努
め
る
�
七
十

五
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
は
高
齢
者

マ
ー
ク
を
車
に
付
け
る
。

□
若
者
の
交
通
事
故
防
止

�
長
距
離
の
ド
ラ
イ
ブ
で
は
二
時

間
に
一
回
は
休
憩
を
取
る
�
運
転
技

術
を
過
信
せ
ず
速
度
を
控
え
た
「
ゆ

と
り
運
転
」
を
�
運
転
中
は
携
帯
電

話
や
カ
ー
ス
テ
レ
オ
、
カ
ー
ナ
ビ
の

操
作
や
同
乗
者
と
の
会
話
に
気
を
奪

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
運
転
に
集
中
。

□
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
着
用
の
徹
底

�
助
手
席
同
乗
者
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後
部

席
同
乗
者
に
も
着
用
を
促
す
�
子
ど

も
の
発
育
に
応
じ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
正
し
く
使
う
。

六
月
一
日
か
ら
、
道
路
交
通
法

が
一
部
改
正
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
改

正
内
容
を
よ
く
理
解
し
、
安
全
運

転
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
主
な
改

正
点
は
次
の
六
項
目
で
す
。

�
運
転
免
許
証
の
有
効
期
間
が

原
則
五
年
�
免
許
証
の
有
効
期
間

の
満
了
日
が
誕
生
日
の
一
カ
月
後

ま
で
延
長
�
免
許
証
更
新
時
の
講

習
が
四
区
分
に
�
高
齢
者
講
習
の

受
講
対
象
が
満
七
十
歳
以
上
か
ら

に
引
き
下
げ
�
悪
質
違
反
の
罰
則

な
ど
が
厳
し
く
�
「
酒
気
帯
び
」

の
基
準
が
厳
し
く
な
り
ま
し
た
。

○
…
問
い
合
わ
せ
は
交
通
政
策
課

�
８
９
０
―
６
２
６
３
へ
。

�
道
路
交
通
法
の
改
正

表１ 第一号被保険者の保険料（６５歳以上の人）
区 分 対　象　者 算式 保険料額

第１段階 生活保護受給の人、市民税非課税世帯で老齢福祉年金受給の人
基準額
×0.5

1万
6,700円

第２段階 世帯全員が市民税非課税の人 基準額
×0.75

2万
5,100円

第３段階 本人が市民税非課税で世帯に市民税課税者がいる人 基準額 3万
3,500円

第４段階 市民税課税の人（合計所得額が250万円未満）
基準額
×1.25

4万
1,900円

第５段階 市民税課税の人（合計所得額が250万円以上）
基準額
×1.5

5万
300円

表２ 保険料の納付
区 分 対　象　者 納付方法 平成14年度の納期

４月、６月、８月、
10月、12月、２
月の偶数月
７月から翌
年２月まで
の毎月

�
特別
徴収

老齢・退職年金を年
額18万円以上受給し
ている人

年金から
天引きさ
れます

�
普通
徴収

上記以外の人
�老齢・退職年金が年額
18万円未満の人
�老齢・退職年金を受給し
ていない人（遺族・障害・老
齢福祉年金受給者など）
�年度途中で65歳になっ
た人や転入した人

納付書ま
たは口座
振替で各
人が個別
に納付し
ます

�
併用
徴収

特別徴収となっている人が市民税の変更などにより
保険料が増額となった場合、差額分を納付書（普通徴
収）で納めていただく方法を併用することがあります。
詳しくは、介護高齢福祉課へ問い合わせてください。

通
知
し
ま
す
介
護
保
険
料


